
　

佐
藤
昌
介
は
、一
八
五
六
年
一
一
月
、
南
部
藩
士

の
長
男
と
し
て
岩
手
県
花
巻
に
生
ま
れ
、少
年
時
代

は
藩
内
の
私
塾
で
算
盤
、
漢
学
等
を
修
養
し
た
。
当

時
を
佐
藤
昌
介
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

▼ 

何
故
そ算
盤
のの
私
塾
に
入
門
し
た
か
と
云
ふ
に
自
分

の
家
は
代
々
藩
主
南
部
家
の
禄
を
食
ん
で
ゐ
て

勘
定
奉
行
や
御
納
戸
役
を
勤
む
る
こ
と
が
多
い

か
ら
で
あ
つ
た
の
で
す
、
然
し
ど
う
も
武
士
た
る

も
の
が
牙が

籌ち
ゅ
う﹇

そ
ろ
ば
ん
﹈を
手
に
し
て
銅
臭﹇
銅

銭
の
臭
い
﹈を
か
ぐ
な
ど
は
潔
い
も
の
と
は
さ
れ

な
い
、
青
年
時
代
の
私
に
、
そ算

盤れ
は
余
り
に
も
気

乗
り
の
し
な
い
学
問
で
あ
つ
た
の
で
す
（
略
）先

生
が
二
進
の
一
進
二
一
天
作
の
五
と
云
つ
て
も
そ

れ
が
何
の
意
味
や
ら
、
さ
つ
ぱ
り
ま
た
子
供
の
私

に
は
馬
耳
東
風
で
、
ち
つ
と
も
解
ら
ず
、
た
だ

十
二
万
三
千
四
百
五
十
六
石
七
斗
八
升
九
合
と

算
盤
の
桁
を
動
か
す
、
た
ゞ
そ
れ
だ
け
な
の
で
あ

つ
た
の
で
す
、
数
理
概
念
が
立
つ
て
ゐ
な
い
以
上
、

算
盤
珠
は
無
意
識
に
弾
か
さ
れ
て
ゐ
る
、
勿
論
、

算
盤
の
稽
古
の
外
に
剣
道
、
柔
術
、
棒
術
と
云
ふ

様
に
武
芸
の
稽
古
も
課
せ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
の

で
あ
り
ま
す
、
読
書
の
方
は
例
の
四
書
五
経
の
素

読
か
ら
始
ま
り
、こ
れ
亦
何
ん
の
意
味
や
ら
チ
ン

プ
ン
カ
ン
ブ
ン
で
す
。（「
漢
学
の
復
興
」一
九
三
三

年
四
月
。
以
下
、
句
読
点
・
補
筆
は
引
用
者
）

　

一
八
七
〇
年
盛
岡
の
藩
校
作
人
館
に
入
る
も
、
漢

学
中
心
の
教
育
は
一
四
歳
の
青
年
の
向
学
心
を
満

足
さ
せ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
遂
に
翌
年
一
月
、

佐
藤
昌
介
は
、
腰
に
大
小
二
本
の
刀
を
手
挟
み
、
徒

歩
で
約
三
週
間
を
費
や
し
て
東
京
へ
向
か
っ
た
。

▼ 

其
頃
は
未
だ
漢
学
が
盛
ん
で
洋
学
は
実
に
微
々

た
る
も
の
で
あ
つ
た
。
併
し
知
識
の

要
求
、
学
問
の
新
気
運
は
漸
く
其

潮
流
を
新
に
し
て
、
文
運
の
曙
光
は

稍し
ょ
う

々し
ょ
う

青
年
の
頭
脳
に
映
じ
て
来
た

け
れ
ど
も
、
如
何
に
し
て
其
曙
光
を
更
に
大
に
光

輝
あ
ら
し
む
る
か
と
云
ふ
方
法
の
問
題
に
至
つ
て

は
実
に
混
沌
た
る
も
の
で
あ
つ
た
。（
略
）私
は
明

治
四
年
に
藩
の
塾
を
退
い
て
東
京
へ
出
る
こ
と
ゝ

な
つ
た
。
所
謂
、
男
児
志
を
立
て
ゝ
郷
関
を
出
づ

学
若
し
成
ら
ず
ん
ば
死
す
と
も
帰
ら
ず
の
元
気

を
振
り
起
し
て
意
気
揚
々
と
郷
関
を
出
た
の
で

あ
る
。（「
佐
藤
博
士
経
歴
談
」一
九
〇
九
年
三
月
）

　

東
京
で
は
、
当
初
は
儒
学
者
吉
野
金
陵
の
門
に

入
り
漢
学
を
修
養
し
た
が
、「
私
の
目
的
は
別
に
あ

る
」と
の
決
意
で
、
深
川
の
小
笠
原
賢
蔵
塾
に
転
じ

て
英
学
修
業
に
励
む
こ
と
に
し
た
。

▼ 

私
等
が
漢
学
専
門
に
頭
を
錬
へ
て
ゐ
る
所
へ
大

学
へ
の
進
学
階
梯
に
於
て
英
語
が
必
要
だ
と
云

ふ
こ
と
に
な
り
、こ
の
外
国
語
学
の
研
究
に
手
を

出
し
て
見
る
と
之
も
算
盤
を
習
つ
た
と
き
と
同
一

の
感
じ
で
あ
つ
た
。
元
来
、
修
身
齋
家
治
国
平
天

下
の
儒
教
主
義
を
奉
じ
て
ゐ
る
所
に
英
語
を
課

せ
ら
れ
る
と
云
ふ
の
で
自
分
等
に
と
つ
て
、
そ
れ

が
苦
手
で
あ
つ
た
。
最
初
、
英
語
の
教
師
が
ス
ペ

リ
ン
グ
を
教
え
て
く
れ
る
。
ビ
ー
エ
ー
、
ベ
ー
。

ビ
ー
イ
ー
、
ビ
ー
。
ビ
ー
オ
ー
、
ボ
ー
。
ビ
ー
ユ
ー
、

ビ
ュ
ー
。
な
ど
と
教
へ
ら
れ
る
の
で
口
の
腮え
ら

迄
こ

そ
ば
つ
た
い
の
で
あ
る
。
加
ふ
る
に
英
文
法
と
来

て
名
詞
、
代
名
詞
、
動
詞
、
助
動
詞
、
接
続
詞
な

ど
を
教
へ
ら
れ
、
キ
ャ
ッ
ト
は
名
詞
、
エ
ン
ド
は

接
続
詞
と
云
つ
て
聞
か
せ
ら
れ
て
も
之
亦
算
盤

以
上
だ
。（
前
掲
「
漢
学
の
復
興
」）

　

か
く
し
て
、
綴
り
字
と
発
音
、
英
文
法
の
基
礎
を

学
ん
だ
佐
藤
昌
介
は
一
八
七
一
年
五
月
、「
英
学
其

「
文
運
の
曙
光
は
稍
々
青
年
の
頭
脳
に
映
じ

　
　
　

│
佐
藤
昌
介
、
英
学
を
志
す
│
」

北
大
初
代
総
長 

佐
藤
昌
介
│（
そ
の
4
）

Litterae P
opuli

と
は
ラ
テ
ン
語
で
「
ポ
プ
ラ
の
手
紙
」

と
い
う
意
味
で
す
。
北
海
道
大
学
（
お
よ
び
、
そ
の
前
身

で
あ
る
札
幌
農
学
校
）
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
々
の
言
葉

を
「
リ
テ
ラ
ポ
プ
リ
」
と
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

リ

テ

ラ

ポ

プ

リ

佐
藤 

昌
介

Sato Shosuke

東京英語学校時代（1876年夏）　右が佐藤昌介、
中央が新渡戸稲造（附属図書館所蔵）
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他
の
洋
学
を
教
へ
る
」大
学
南
校
に

入
学
、「
毎
日
往
復
三
里
の
道
を
風

が
吹
か
う
が
雨
が
降
ら
う
が
短た
ん

袴こ

弊へ
い

衣い

破は

帽ぼ
う

汚お

靴か

と
云
ふ
体
で
ス
タ

〳
〵
と
通
ふ
た
」と
い
う（
前
掲「
佐

藤
博
士
経
歴
談
」）。

▼ 

日
本
の
対
外
関
係
が
外
交
及
び

貿
易
上
、語
学
の
研
究
を
最
も
必

要
と
し
来
つ
た
と
共
に
、
蘭
学
よ

り
仏
学
、
英
学
と
云
ふ
や
う
に
な

つ
て
来
た
。
私
は
斯か
か

る
時
代
の
風

潮
に
浴
し
な
が
ら
大
学
南
校
に

学
ん
だ
の
で
あ
る
。（
前
掲
「
漢

学
の
復
興
」）

　

一
方
、
こ
の
年
、
佐
藤
昌
介
は
漢

訳
聖
書
を
入
手
す
る
。「
其
は
米
国

の
一
宣
教
師
に
よ
つ
て
著
さ
れ
た

目　

次

W.S. Clark「植物生理学」を受講した佐藤昌介の清書ノート（1876年）。赤字がクラークによる添削（大学文書館所蔵）

も
の
で
、
頗
る
美
文
で
あ
つ
た
。
此
が
私
の
読
ん

だ
最
初
の
聖
書
で
し
た
」（「
基
督
者
の
人
生
観
」

一
九
三
三
年
一
一
月
）と
い
う
。
翌
年
一
月
に
は
佐

藤
昌
介
は
英
学
修
業
の
拠
点
で
あ
る
横
浜
に
転
じ

た
。

▼ 

僕
は
明
治
五
年
の
春
よ
り
横
浜
に
於
て
東
京
一
ツ

橋
通
に
あ
る
大
学
南
校
を
退
学
後
英
語
を
勉
強

せ
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、
星
享
氏
の
校
長
で
あ
つ

た
修
文
館
に
て
英
語
の
教
師
た
り
し
人
は
ブ
ラ

ウ
ン
博
士
で
同
氏
よ
り
英
文
の
新
旧
約
全
書
を

手
に
入
れ
て
日
曜
日
毎
に
は
バ
ラ
博
士
の
牧
師

た
り
し
教
会
に
出
入
し
て
説
教
を
聞
く
こ
と
に

致
し
た
。（「
憶
ひ
出
の
記
」三
八
頁
）

　

修
文
館
で
は
朝
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
綴

方
・
文
法
・
訳
解
や
宣
教
師
ブ
ラ
ウ
ン
著
『
日
英
会

話
篇
』、
英
訳
聖
書
を
教
え
た
。
佐
藤
昌
介
は
横
浜

公
会
に
も
通
い
、
植
村
正
久
、
本
多
庸
一
と
共
に
宣

教
師
バ
ラ
の
祈
祷
に
耳
を
傾
け
た
。
同
年
五
月
に
は

家
庭
の
事
情
で
一
度
帰
郷
す
る
も
、一
八
七
三
年
再

び
上
京
、
翌
年
三
月
に
は
東
京
外
国
語
学
校
（
後
の

東
京
英
語
学
校
）に
入
学
し
た
。

▼ 

学
課
は
英
語
に
重
き
を
置
い
た
も
の
で
、
教
師
は

凡
て
英
米
人
で
あ
つ
た
。（
略
）課
外
授
業
と
し
て

英
国
史
の
意
訳
授
業
も
あ
つ
て
、
新
帰
朝
の
副
校

長
服
部
一
三
氏
は
担
任
教
官
で
あ
つ
た
。（「
友
人

の
思
出
の
ま
ゝ
」一
九
三
一
年
）

　

一
八
七
六
年
夏
、
開
拓
使
が
東
京
英
語
学
校
よ
り

北
海
道
行
の
志
望
者
を
募
る
事
を
知
っ
た
佐
藤
昌

介
は
、
服
部
副
校
長
が
引
き
留
め
る
の
を
辞
し
て
、

同
年
九
月
渡
道
、
札
幌
農
学
校
に
入
学
し
た
。

大
学
文
書
館　

山
本
美
穂
子

Y
am
am
oto M

ihoko
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